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子育て支援サービスを見直します！

　第２次集中改革プランに基づき、子どもを安心して生み育てられる子育て支援サービスを充実する

ため、結婚祝金、チャイルドシート購入費助成金、次世代育成助成金を廃止し、出産祝金の交付対象

者および交付金額を全面的に見直します。

　また、定着促進事業については、制度の内容を分かりやすくするため、多子世帯入学祝金に名称を

変更し、引き続き多子世帯の子育てに伴う経済的負担の軽減を図ります。

平成23年度からの交付内容

①町独自の出産祝金や多子世帯入学祝金の制度により、幅広く子育てを支援します。
　ただし、見直し前の祝金は現金交付でしたが、地域経済の活性化支援を図るため、志賀スタンプ会また
は富来商工会の商品券での交付に変更となります。

○出産祝金
　今回の見直しにより、新たに第１子から交付対象となります。見直し前の制度では、第３子以降を出産
した人に対して 30 万円を交付していましたが、制度全体の見直しによって 15 万円に変更となります。

交付対象者 22年度まで 23年度から
第１子を出産した人 0 円 ５万円
第２子を出産した人 0 円 10万円
第３子以降を出産した人 30万円 15万円

○多子世帯入学祝金（旧定着促進事業の名称変更）

　これまでの制度のとおり、第３子以降の子の入学時において次の祝金を交付します。

交付対象者 交　付　額
小学校に入学する子の保護者 10万円
中学校に入学する子の保護者 10万円
高等学校などに入学する子の保護者 10万円

②出産祝金の充実により、チャイルドシート購入費助成金については廃止します。
　ただし、対象となる乳幼児が、平成23年３月31日以前に出生し、過去に当事業の助成を受けていない場

合については、下記のとおり助成します。

○チャイルドシート購入費助成金(平成23年度末で制度廃止)

　６歳未満の乳幼児の保護者がチャイルドシートを購入した場合、乳幼児１人につき１台のみ、３万円を
限度に助成します。申請には、領収書および品質保証書が必要です。

お問い合わせ先

子育て支援課　児童福祉担当　☎ 32-9122

※申請手続：出産した日から30日以内に申請が必要です。

※申請手続：入学した日から30日以内に申請が必要です。
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　この修学資金制度は、町立富来病院に勤務する看護師等の確保を目的として創設されました。
　基本的に返済は免除されますが、養成施設を卒業後、１年以内に看護師等の免許を受け、直ちに町立
富来病院に就業することなどが要件となっています。
　いくつかの要件に該当しない場合は、返済していただくことになっていますので、十分に検討してか
ら申し込んでください。

１．応募資格
　　・保健師、助産師、看護師の養成施設に在学しており、卒業後、町立富来病院で看護師等業務に従

事しようとする人
　　・昭和 46 年４月２日以降に生まれた人

２．募集人員　２人

３．貸与金額　月額 50,000 円

４．提出書類
　　　申請書類は町立富来病院で交付します。志賀町ホームページでもダウンロードできます。
　　・ 看護師等修学資金貸与申請書
　　・在学する施設長（学校長）の推薦書
　　・在学する養成施設（修学年数が 1年未満の場合は卒業した高校）の成績証明書
　　・本人、保護者の世帯全員の住民票（本籍等省略しないもの）
　　・誓約書

５．修学資金を返還することが免除となる場合
　　　養成施設を卒業後１年以内に看護師等の免許を受け、直ちに町立富来病院の看護師などとなり、

引き続き５年以上勤務したとき。

６．申請期間　平成 23 年４月８日（金）～５月９日（月）

７．選考結果
　　　５月中に選考結果を通知しますが、予算に限りがありますので、応募資格を満たしていても対象
　　から外れることがありますのでご了承ください。

＜児童扶養手当＞のお知らせ

　配偶者が障害基礎年金を受給し、
18歳の年度末まで（障害のある児童は20歳未満）の子どもを扶養している人へ

　児童扶養手当は、子どもが障害基礎年金の子加算の対象である場合は支給されませんでしたが、
平成23年４月以降は、児童扶養手当額が障害基礎年金の子加算額を上回る場合においては、年
金受給権者と子どもの間に生計維持関係がないものとして取り扱い、子加算の対象としないこと
により児童扶養手当を受給することが可能となります。

　　　　　　　　　　　お問い合わせ先　子育て支援課　児童相談担当　☎32-9122

平成23年度町立富来病院看護師等修学資金の修学生を募集しています。

提出・お問い合わせ先　町立富来病院　修学資金担当　☎ 0767-42-1122( 代 )
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平成23年度から

　志賀町の行政改革の取り組みで、平成23年度からがん検診が有料となります。
受診する検診費用を確認の上、当日ご持参ください。みなさんのご理解とご協力をお願いします。
　がんが完治した人の多くは定期検診を受けています。自覚症状がなくても年に１回は受けましょう！

検　診 対象者（平成24年３月到達年齢） 内　容
料　金

集　団 医療機関

肺がん・結核

40歳以上の人 胸部レントゲン検査 200円

上記受診者で
※喫煙指数600以上の希望者

胸部レントゲン検査と
喀痰検査 400円

胃 が ん
40歳以上の人

胃バリウム検査 500円

大 腸 が ん 便潜血反応検査（2日法） 300円

前立腺がん

50歳 昭和36年4月1日～
昭和37年3月31日

採血によるPSA検査
(タンデム法） 500円

1,000円

ただし、
特定健診併
用受診者の
み実施可能

55歳 昭和31年4月1日～
昭和32年3月31日

60歳 昭和26年4月1日～
昭和27年3月31日

65歳 昭和21年4月1日～
昭和22年3月31日

子 宮 が ん

20歳以上の人 子宮入口（頸部）の細胞診検査 500円 1,000円

上記受診者のうち医師が
必要と認めた人

子宮頸部細胞診と
子宮体部の細胞診検査 2,000円

乳・甲状腺
が ん

30 ～ 39歳の人 視触診（甲状腺と乳房） 200円

40歳以上の人 視触診とマンモグラフィ検査 500円

★なお、大腸がん検診は容器未提出の場合でも料金は返金しません。必ず提出してください。

ただし、次の対象者は無料となります。検診会場受付時にお申し出ください。

１）　肝炎ウイルス検診：過去に受診していない 40 歳以上の人

２)　骨密度検診：20 ～ 70 歳の５歳刻みの人

３)　女性特有がん検診無料クーポン券対象者（事前に配付されたクーポン券を検診場所で

　　必ず提出してください）

※喫煙指数：1日の喫煙本数×喫煙年数

がん検診が有料(一部負担)になります

お問い合わせ先　保健福祉センター　がん検診担当　☎ 32-0339
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任意接種のため自費で接種していたワクチン接種について接種費用を全額助成します。
志賀町では平成23年4月1日～平成24年3月31日の期間中に接種した費用を助成します。

＜助成の対象＞
ワクチン名 助成対象 標準的な接種方法

子宮頸がん予防ワクチン
（子宮頸がんの予防に有効）

小学 6年生の女児
1回目の接種から 1カ月後に 2回目、
6カ月後に 3回目の接種

ヒブワクチン
（細菌性髄膜炎の予防に有効）

　　　※　H23.3.5 より
　　　　　接種を見合わせ中です

0 ～ 4 歳の乳幼児

2～ 6カ月：4～ 8週間隔で 3回、
　　　　　　その 1年後に 4回目の接種
7～ 11 か月：4～ 8週間隔で 2回、
　　　　　　その 1年後に 3回目の接種
1～ 4歳：1回のみ接種

小児肺炎球菌ワクチン
（肺炎球菌による肺炎の予防に有効）

　　　※　H23.3.5 より
　　　　　接種を見合わせ中です

0 ～ 4 歳の乳幼児

2～ 6カ月：27 日以上の間隔で 3回、
　その後 60 日以上あけて 4回目の接種
7～ 11 カ月：27 日以上の間隔で 2回、
　その後 60 日以上あけて 3回目の接種
1歳：60 日以上の間隔をあけて 2回接種
2～ 4歳：1回のみ接種

＜予防接種の受け方と助成方法＞
　上記の予防接種は医療機関での個別接種となります。接種を希望する人は、事前に医療機関へ連絡し、
接種日程を相談し予約してください（必ず医療機関へ予約してください）。接種日程が決まったら、保健
福祉センターで接種券の交付を受けます。その際、接種希望の医療機関をご連絡ください。母子手帳と
接種券を持参し、接種予定日に医療機関を受診して、ご希望のワクチンを接種します。
　接種券の交付を受ける前に接種を済ませた人は、払い戻しで接種費用を助成します。接種日とワクチ
ンの種類が記載された領収書、母子健康手帳の写しなど接種記録が確認できるもの、印鑑、通帳の写し
を添えて保健福祉センターへ申請してください。払い戻しによる助成の対象は、平成23年４月１日以
降の接種に限ります。また助成額の上限は町が設定する金額になりますのでご注意ください。

　高齢者インフルエンザ予防接種の一部負担金を徴収します

　町の行財政改革の取り組みにより、65歳以上の人を対象に実施しているインフルエンザ予防接
種について、平成23年度から自己負担金を徴収することになりました。みなさんのご理解とご協
力をお願いします。詳しい内容はインフルエンザ予防接種の実施前に、広報や個別通知などでご案
内します。

　※現在、ヒブワクチンおよび小児肺炎球菌ワクチンにつきまして、健康被害（死亡例を含む）が報告された
　　ため、ワクチン接種との因果関係を調査しており、全国的に接種を見合わせています（H23.3.8 現在）

任意予防接種の費用を助成します
－　子宮頸がん予防ワクチン・ヒブワクチン・小児肺炎球菌ワクチン　－

お問い合わせ先　保健福祉センター　予防接種担当　☎ 32-0339
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•弁護士（元高等検察庁検事）
　愛知学院大学法科大学院特任教授
　國田　武二郎（堀松出身）

　東京地検、名古屋地検、横浜地検、岡山地検、福井地検等で捜査・
公判検事として財政・経済事犯、公安・労働事犯、選挙事犯、暴力
事犯、風紀・麻薬事犯、外国人犯罪、少年犯罪、交通事犯など数多
くの事件を担当。仙台高等検察庁検事として若手検事の指導育成に
もあたる。平成15年６月、愛知県弁護士会に弁護士登録。あすなろ
法律事務所という名称で法律事務所を開設し、弁護士として活動。
また、愛知学院大学法科大学院特任教授として法科大学院で教鞭を
取っている。平成20年から愛知・三重両県の産業保健推進センター
産業保健相談員、年金記録確認愛知地方第三者委員に就任、その他、
愛知県警察学校で講師。
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者
医
療
保
険
料
を
納
入
し

て
い
る
人

　

・
平
成
22
年
10
月
１
日
ま
で
に
75
歳
到
達
等
に
よ
り
新
規
資
格
取
得

し
た
人
で
、
介
護
保
険
料
と
の
合
算
額
が
年
金
受
給
金
額
の
½
を

超
え
な
い
人
（
た
だ
し
、
年
金
受
給
金
額
年
額
18
万
円
以
上
の
人
）

　

新
た
に
特
別
徴
収
で
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に

な
る
人
に
は
、４
月
15
日
ま
で
に
特
別
徴
収
仮
徴
収
額
決
定
通
知
書
・

特
別
徴
収
納
入
通
知
書
が
お
手
元
に
届
き
ま
す
。

　

現
在
、
特
別
徴
収
に
よ
り
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を
納
め
て
い

て
２
月
に
徴
収
額
が
あ
る
人
は
、
４
・
６
・
８
月
の
特
別
徴
収
仮
徴
収

の
期
別
額
は
２
月
の
特
別
徴
収
額
に
な
り
ま
す
（
４
月
に
通
知
は
届

き
ま
せ
ん
）。

　

保
険
料
を
確
実
に
納
付
で
き
る
人
に
限
り
支
払
方
法
を
年
金
天
引

き
か
ら
口
座
振
替
に
変
更
で
き
ま
す
（
口
座
振
替
で
の
支
払
い
を
希

望
す
る
人
は
手
続
き
が
必
要
で
す
）。

　

た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
の
納
付
状
況
な
ど
に
よ
り
口
座
振
替
へ
の
変

更
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

住
民
課　

後
期
高
齢
者
担
当　

☎
32-

９
１
２
１

【
志
賀
町
で
の
実
施
状
況
】

計　

画　

面　

積

２
４
４
ｈ
ａ

こ
れ
ま
で
の
実
施
面
積

１
６
１
ｈ
ａ

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
特
別
徴
収
仮
徴
収
の
お
知
ら
せ

手
入
れ
不
足
人
工
林
の
強
度
間
伐

　

石
川
県
で
は
平
成
19
年
度
か
ら
、
県
民
一
人
当
た
り
、

年
税
５
０
０
円
の
「
い
し
か
わ
森
林
環
境
税
」
を
い
た
だ

い
て
、
水
源
地
域
を
中
心
に
県
内
各
地
で
手
入
れ
不
足
人

工
林
の
強
度
間
伐
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

強
度
間
伐
を
行
う
と
、
下
草
や
低
木
が
生
え
て
、
水
源

の
か
ん
養
や
山
地
災
害
の
防
止
な
ど
の
公
益
的
機
能
が
向

上
し
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
機
能
の
回
復
状
況
や
鳥
類

等
の
生
育
状
況
も
検
証
し
て
い
ま
す
。

※
強
度
間
伐
と
は
通
常
の
２
倍
に
あ
た
る
40
％
以
上
の
本

数
を
間
引
き
す
る
こ
と
で
す
。

【
計
画
期
間
】
平
成
19
年
〜
平
成
23
年

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

●
税
の
使
途
な
ど
森
づ
く
り
事
業
に
関
す
る
こ
と

　
　

石
川
県
農
林
水
産
部
森
林
管
理
課

　
　
　

☎
０
７
６-

２
２
５-
１
６
４
２

　

●
税
に
関
す
る
こ
と

　
　

石
川
県
総
務
部
税
務
課

　
　
　

☎
０
７
６-

２
２
５-

１
２
７
１

「
い
し
か
わ
森
林
環
境
税
」
に
よ
る

　
　

森
づ
く
り
（
間
伐
）
を
実
施
し
て
い
ま
す

協
会
け
ん
ぽ
に
加
入
の
み
な
さ
ん
は

保
険
料
率
が
変
わ
り
ま
す

平
成
23
年
３
月
分
（
４
月
納
付
分
）
か
ら

健
康
保
険
料
率　

９
．
３
６
％
↓
９
．
５
２
％

介
護
保
険
料
率　

１
．
５
０
％
↓
１
．
５
１
％

　

協
会
け
ん
ぽ
の
財
政
は
、
景
気
の
悪
化
で
保

険
料
収
入
が
落
ち
込
む
一
方
で
、
医
療
費
は
増

加
し
、
保
険
料
の
引
き
上
げ
が
避
け
ら
れ
な
く

な
り
ま
し
た
。

　

協
会
け
ん
ぽ
ご
加
入
の
み
な
さ
ん
に
は
、
保

険
料
率
引
き
上
げ
に
伴
い
、
負
担
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
医
療
と
健
康
を
支
え
る
た
め
、
ご
理

解
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

〒
９
２
０-

８
７
６
７

石
川
県
金
沢
市
南
町
４-

55　

住
友
生
命
金
沢
ビ
ル
９
階

全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会
け
ん
ぽ
）　

石
川
支
部

　

☎
０
７
６-

２
６
４-

７
２
０
０

※
加
入
し
て
い
る
都
道
府
県
支
部
に
よ
り
健
康

保
険
料
率
が
異
な
り
ま
す
。

※
介
護
保
険
料
は
40
歳
か
ら
64
歳
の
人
が
対
象

と
な
り
ま
す
。

※
標
準
報
酬
月
額
26
万
円
の
人
で
１
カ
月
あ
た

り
２
０
８
円（
介
護
保
険
該
当
者
は
２
２
１
円
）

の
増
額
と
な
り
ま
す
。


